
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれのポイントに設置された課題を仲間とともに協力しながら解決する中で、協

調性・チームワーク・自然に対するものの見方等を学んでいきます。自然の家では２０

個の課題がありますが、自前の課題を用意することができます。体験を重視する、自然

物に親しむ、仲間意識の高揚を図る等、目的に応じて課題を選択すると、一層価値ある

活動になります。 

活動場所 自然の家周辺 
自然の家に 

あるもの 

わんぱくラリー活動用具一式、チェ

ックカード、探検バッグ（最大５０

個） 

所要時間 
１～３時間 

(ポイント数により変更可) 

利用者で 

用意するもの 

探検バッグ（５０個以上必要な場

合） 

人 数 
１５０名程度 

（５人前後のグループを作る） 
活動時の服装 帽子 



森林わんぱくラリー 

わくわくドキドキのちょうせんがたくさんあるよ！番号があるポイントに行って、 

班の友だちとミッションをクリアしてスタンプをもらおう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 とくに大切なこと 
 
                 ①班のみんなでチャレンジしましょう。 
 
                 ②決められた場所の中で活動しましょう。 
 
                 ③ルールをしっかり読んでから始めまし

ょう 
 
                 ④ヘビ、ハチ、ヒルなどに注意しましょ

う。 

 

児童用ページ 



 

１.学習内容 

めざすもの（評価） 関連教科 学び（単元） 

・友達と互いに理解し信頼し、助け合うこ

とができる。 
道徳 「友情、信頼」 

・多様な動きをつくる運動で体のバランス、

体を移動する動き、用具を操作する動き、

力試しの動きをし、活動をすることができ

る。 

体育 「体つくり運動」 

 

 

２.ポイント 

ア）活動前 

・ 課題は時間に合わせ８～１０ポイント程度選択する（次頁参照）。 

・ 選択したポイントに番号をふって、事前に自然の家まで提出する。 

・ チェックカードをしおりに挟みこむか、コピーし持参するか、どちらかの対応をす

る。 

・ 探検バッグは５０個まで貸し出し可能。それ以上必要な場合は持参する。 

 

 

イ）活動中 

・ 指導が必要とされるポイントには必ず指導者を配置する。 

・ 小雨の時や雨上がりは枕木広場が滑りやすくなる。走らないように指導する。 

 

 

ウ）活動後 

・ ポストやポイントのグッズは回収して南玄関付近に集める。 

・ 探検バッグを使用した際は回収する。 

 

 

 

３.安全対策について 

 

 

 

 



指導者の有無  ◎必ず必要 ○必要 ×必要なし          森林わんぱくラリー リスト 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


